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２
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３
日
間
、

串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎
で
ロ
ケ
ッ
ト

関
連
イ
ベ
ン
ト
「
宇
宙
ウ
ィ
ー
ク
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
田
原
地
区
に
国

内
初
と
な
る
民
間
の
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
射

場
「
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
紀
伊
」
の
建
設

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
「
ロ
ケ
ッ
ト

最
先
端
の
ま
ち
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

開
催
。
同
分
庁
舎
玄
関
横
に
ス
ペ
ー
ス

ポ
ー
ト
紀
伊
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
小

型
ロ
ケ
ッ
ト
実
物
大
（
約
18
ｍ
）
の
懸

垂
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
庁
舎
内
に
は
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
か

ら
貸
与
さ
れ
た
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星

の
模
型
、
宇
宙
服
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
」
と
し
て
関
係
者

向
け
に
実
施
さ
れ
た
12
日
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
田
嶋
町
長
は
「
ロ

ケ
ッ
ト
射
場
が
地
域
に
与
え
る
影
響
は

と
て
も
大
き
い
。
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
む
た
め
、
町
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

町
が
制
作
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
発
表
。さ
ら
に
、漫
画「
宇
宙
兄
弟
」

の
作
者
・
小こ

や
ま山
宙ち
ゅ
う
や哉
さ
ん
と
小
山
さ
ん

の
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
コ
ヤ
チ
ュ
ー

部
プ
レ
ミ
ア
ム
」
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
サ

イ
ン
入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
タ
ー
と
同

「
ロ
ケ
ッ
ト
最
先
端
の
ま
ち
」を 

Ｐ
Ｒ

「
宇
宙
ウ
ィ
ー
ク
」
開
催

①古座分庁舎に掲げられ
た小型ロケット実物大の
懸垂幕　②Ｈ３ロケット
が写真で飛び出して見え
るトリックアート　③Ｈ
－ⅡＢロケットなどの模
型　④宇宙進出の歴史を
掲示した大型グラフィッ
ク　⑤小惑星探査機は
やぶさと国際宇宙ステー
ションの模型　⑥宇宙服
のレプリカやオレンジ
スーツなどの展示

１

2

３

４

５ ６

射
場
付
近
か
ら
サ
ー
チ
ラ
イ
ト

　
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
12
日
と

13
日
の
午
後
６
時
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
射
場

付
近
よ
り
南
東
方
向
に
サ
ー
チ
ラ
イ
ト

が
照
射
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
打
ち
上
が
る
お

お
よ
そ
の
位
置
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
軌
道
を

示
す
こ
と
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
ぶ
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
身
近
に
感
じ
て
も
ら
っ

た
り
、
町
の
ど
こ
か
ら
ロ
ケ
ッ
ト
が
見

え
る
の
か
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
照
射
。
両
日
と
も
あ
い
に
く
の

曇
り
空
で
し
た
が
、
橋
杭
岩
や
田
原
海

水
浴
場
周
辺
で
は
、
見
物
す
る
方
や
カ

メ
ラ
マ
ン
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

（上）披露されたロゴマーク（左）と小山宙哉さん　
　　が描いたイラストのサイン入りポスター
（下）田原の国道４２号沿いから見えるサーチ
　　ライト（12日、長時間露光で撮影）

漫
画
の
単
行
本
全
巻
３
セ
ッ
ト
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
の
午
後
は
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
、
登
壇
者
の
ア
メ
リ
カ
人
記
者
ロ

ブ
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
さ
ん
、
漫
画
「
宇
宙

兄
弟
」
の
編
集
や
グ
ッ
ズ
製
作
に
携
わ

る
株
式
会
社
コ
ル
ク
の
小
室
元
気
さ
ん

（
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
）、
南
紀
串
本
観

光
協
会
の
宇
井
晋
介
事
務
局
長
、
町
企

画
課
の
濵
地
弘
貴
課
長
が
、
串
本
町
の

今
後
の
展
望
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
の
検
温
や
手
指
消
毒
、
入
場

者
数
の
制
限
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
講
じ
た
上
で
開
催
し
た
13
、

14
日
の
一
般
公
開
日
に
は
、
宇
宙
関
連

の
展
示
の
ほ
か
、
南
紀
串
本
観
光
協
会

の
ガ
イ
ド
が「
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
紀
伊
」

の
基
本
情
報
や
ロ
ケ
ッ
ト
、
人
工
衛
星

の
基
礎
知
識
な
ど
を
説
明
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
ロ
ケ
ッ
ト
の
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
と
、
串
本
町
と
「
宇
宙

兄
弟
」
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
限

定
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
配
付
す
る
来
場
特

典
も
あ
り
、
２
日
間
で
お
よ
そ
千
人
も

の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
三
重
県
か
ら
家
族
と
訪
れ
た
小
学
６

年
の
男
児
は
「
実
物
大
の
ロ
ケ
ッ
ト
の

懸
垂
幕
は
迫
力
が
あ
っ
た
。
ま
す
ま
す

本
物
の
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
ぶ
と
こ
ろ
を
見

た
く
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
町
で
は「
ロ
ケ
ッ
ト
最
先
端
の
ま
ち
」

を
Ｐ
Ｒ
す
る
素
材
と
し
て
、
小
型
ロ

ケ
ッ
ト
を
描
い
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
。

本
州
最
南
端
を
表
し
「
空
と
海
と
大
地

を
つ
な
ぐ
ロ
ケ
ッ
ト
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
と
、
単
色
で
橋
杭

岩
を
飛
ぶ
ロ
ケ
ッ
ト
を
描
い
た
デ
ザ
イ

ン
の
も
の
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
　

　
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
町

で
の
Ｐ
Ｒ
に
使
う
ほ
か
、
使
用
に
関
す

る
一
定
の
ル
ー
ル
や
申
請
方
法
な
ど
を

検
討
し
た
後
、
町
内
の
事
業
者
の
方
々

に
商
品
開
発
な
ど
で
活
用
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

串
本
町 

× 

宇
宙
兄
弟

　
宇
宙
を
題
材
に
し
た
人
気
漫
画
「
宇

宙
兄
弟
」
の
作
者
・
小
山
宙
哉
さ
ん
に

依
頼
し
て
、
串
本
町
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
実
現
。
橋
杭
岩
を
背
景
に
同

漫
画
の
主
人
公
２
人
が
並
ぶ
オ
リ
ジ
ナ

ル
ポ
ス
タ
ー
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
山
さ
ん
か
ら
は
「
発
射
場
建
設
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ

う
こ
と
、
僕
も
串
本
町
に
行
く
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
動
画
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
寄
贈
さ
れ
た
単
行
本
全

巻
３
セ
ッ
ト
の
う
ち
２
セ
ッ
ト
は
、
町

の
図
書
館
に
所
蔵
す
る
予
定
で
す
。
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日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）
１ ２ ３ ４

　１歳８か月児健診
５
　きらきらくらぶ

６

７ ８ ９
　健康相談（※）

10 11 12
　ハンドメイドの会

13
　おひさまくらぶ

14 15
　有酸素運動教室

16 17
　離乳食教室

18 19
　きらきらくらぶ

20
　

21 22 23 24 25
　４か月児・
　１０か月児健診

26
　プレママ女子会

27

28 29 30 31

保健センターだより
※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５‐６２‐６２０６）まで

3月の行事カレンダー

 ※健康相談は、保健センターにて午後１時３０分から午後３時まで実施します。４０歳以上の女性に骨密
　度検査を実施しています。希望される方は、３月８日 (月 ) までにお申し込みください（先着１０名）。

◎各事業の対象となる方には個別にご連絡しております。母子・成人事業

①４月中旬に、健診の対象者
　（２０歳から７４歳まで）
　に「受診券」と案内を送付。
②集団健診のみ、電話か来所
　で保健センターに申し込む。

①実施期間中に医療機関へ
　直接予約申込みをする。
②「受診券」を持参して受
　診する。

　個別健診（医療機関）　 　
【健診時期】
９～１１月（１２回）
【健診案内】
実施日程を確認の上、保健セン
ターに希望する日程で申し込む。

○これまで、１月末に世帯宛てに送付していた「希望調査票（健診申込）」がなくなります。個人
　宛に「受診券」を送付することで個別健診の保健センターへの申込みが不要となり、健診が受け
　やすくなります。
○集団健診については、地区割りがなくなります。人数把握と別途案内が必要になりますので、「受
　診券」に同封される案内をご覧いただき、必ず保健センターにお申し込みください。

　令和３年度　特定健診・がん検診について　＜案内・申込方法が変わります＞

　町民の皆さまにとって健（検）診が少しでも受けやすくなる体制を整えるため、令和 3年４月
より次のとおり健診案内と申込方法を変更しますので、ご理解をお願いいたします。
※各健診のお申し込みは「受診券」が届いてからとなります。健診日程等の詳細は「広報くしも
　と４月号」に掲載します。

集団健診

※令和３年度中に７５歳以上の方には健診の案内を送付しませんが、「広報くしもと４月号」
　をご確認いただき、がん検診をご希望の場合は、保健センターにお申し込みください。

健診案内

　妊婦さんや産後ママさんを対象に「ハンドメ
イドの会」を開催します。赤ちゃんのことを想
いながら、みんなでガーゼハンカチを手作りし
ませんか？妊娠中の不安や育児の疑問なども、
この機会にみんなに聞いてみましょう。

　お母さんの健康と元気な
赤ちゃんの出生を願って、
妊婦さんを対象に「プレマ
マ女子会」を開催します。

プレママ女子会

産前産後サポート

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　
　串本町子育て世代包括支援センター（串本町保健センター内）　℡　０７３５‐６７‐７００７
　※お子さんと一緒に参加を希望される方は、事前にお申し出ください。

妊娠期をどう過ごすか、お産までの準備や産
後の生活などの不安、聞いてみたいことなど、
ほかの妊婦さんや助産師さんとお話ししてみ
ませんか？

■日　時　　３月１２日（金）
　　　　　　１０：３０～１２：００
■場　所　　串本町保健センター
　　　　　　２階　多目的ホール
■スタッフ　保健師
■対象者　　妊娠中から１歳までのお子さんの
　　　　　　お母さん（赤ちゃんも一緒にご参
　　　　　　加いただけます。）
■持ち物　　母子手帳
■申込期限　３月１０日（水）
※生地の持ち込み等を希望される方は、事前に
　お問い合わせください。

手作りしたことない方や
苦手な方も大丈夫！

お気軽にご参加ください。

※完成イメージ

ハンドメイドの会

■日　時　　３月２６日（金）
　　　　　　１０：４５～１２：００
■場　所　　串本町保健センター
　　　　　　２階　多目的ホール
■スタッフ　かづこ助産院　本

もとだて

舘 千
か づ こ

子  先生
　　　　　　保健センター　保健師
　　　　　　　　　　　　　管理栄養士
■対象者　　妊婦さんであればどなたでも
　　　　　　ご参加いただけます。
■持ち物　　母子手帳
■申込期限　３月２２日（月）

１１時までベビーマッサージ
の見学ができます。

　

　離乳食が始まると、何を作ればいいのか、どれくらい食べさせればいいのか、色々と悩みが出て
きますよね。そんなお母さんのために、栄養士が一緒に離乳食を作ります。気になっていたことも、
実習しながら気軽にお話ししませんか？

離乳食教室を開催します

◎お子さんは、調理室隣の和室でお預かりい
　たします。
◎ご参加いただいた方には、離乳食づくりが
　楽になる『簡単とり分け離乳食』
　の冊子をプレゼント♪

■日　時　　３月１７日（水）　　
　　　　　　１３：３０～１５：００　
■場　所　　串本町文化センター　１階調理室
■対象者　　１歳までのお子さんがいる保護者
■持ち物　　エプロン・ハンドタオル・母子手帳

　お申し込みは、３月１５日（月）までに串本町子育て世代包括支援センター
　（℡　０７３５‐６７‐７００７）まで。　
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 ３月開催 有酸素運動教室の参加者を募集します

　昨年度も講師に来ていただいた杉浦先生の運動教室です。楽しく運動を教えてくれま
すので、皆さんご参加ください。運動習慣のない方や運動を始めたいと思っている方も
お気軽にどうぞ。運動を継続して、心身ともに健康な体づくりを心がけましょう！

■日　時　３月１５日（月）
　　　　　１３：３０～１４：３０
■場　所　串本町立体育館
■講　師　健康運動指導士　杉

すぎうら

浦　資
も と し

史  先生
■内　容　有酸素運動、ストレッチ、筋トレなど
■持ち物　飲み物、タオル、室内シューズ、
　　　　　バスタオルかヨガマット（ストレッ
　　　　　チの際に下に敷くもの）

■申込期限
　　３月８日（月）までに保健センターへお申し
　込みください。

※腰痛や足の痛み等で運動制限のある方は、お
　申し込み時にお伝えください。
※参加当日は、自宅で検温をしてからお越しく
　ださい。発熱がある場合は、ご遠慮ください。

◇お申し込み・お問い合わせ先◇　串本町保健センター　℡　０７３５‐６２‐６２０６

３月１日～３月８日は

　３月８日は国連総会が定める、女性の権利
と世界平和を目指す「国際女性デー」です。
女性が生涯を通じて健康で明るく、充実した
日々を自立して過ごすことを総合的に支援す
ることを目指し、女性の健康づくりを国民運
動として展開しています。

「女性の健康週間」です
ご存じですか？ ３月１日～３月７日は

　毎年３月１日から３月７日までの１週間は、
「こども予防接種週間」です。
　春からの入園、入学等にあたって、接種を
受け忘れているワクチンはありませんか？こ
の機会にお子さまの母子手帳を確認し、必要
な予防接種を済ませましょう。

「こども予防接種週間」です
忘れてませんか？

　

　対象となる方に個別通知しております高齢者肺炎球菌予防接種費用の助成期間は、令和３年３月
３１日（水）までです。接種を希望される方は、期間内にお受けください。予診票・依頼券の紛失
や、ご不明な点等がありましたら、保健センター（℡　６２‐６２０６）までご連絡ください。

高齢者肺炎球菌予防接種費用一部公費助成対象者の皆さまへ

　

　厚生労働省より、日本脳炎ワクチンを製造
している 2 社のうち 1 社の製造が一時停止
し、ワクチンの供給量が大幅に減少したため、
出荷量の調整が行われるとの通知がありまし
た。そのため、ワクチン接種の予約が取りづ
らい状況になることが予想されます。

日本脳炎ワクチンの供給が不足しています  ～優先接種へのお願い～

　国の方針で、供給が安定するまでの間、4
回接種のうち第 1 期 1 回目・第 1 期 2 回目
の接種を優先することとなりましたので、ご
理解いただきますようお願いいたします。
　ただし、定期接種を受けられる年齢の上限が
近づいている場合は、接種期間内に受けられる
よう早めに医療機関へ予約をしてください。

２０２１年３月　第９号
栄養だより

　２月第８号で“野菜を１日３５０g 以上食べましょう”という紹介をしました。上手に野菜をと
るために「旬の野菜」を取り入れてみてはいかがでしょうか？日本には四季があり、その季節ごと
に採れる食べごろの野菜のことを「旬の野菜」と呼びます。

　現在では、スーパーなどでいろいろな種類の野菜をいつでも買えるようになっているため旬が分
かりづらいですが、それぞれの野菜の旬の時期を覚えて取り入れることができれば、野菜の栄養を
しっかり摂ることができます。

◆旬の野菜が持つ３つのメリット

　【メリット①】 旬の食材は、香りやうまみが豊富なので、味が濃く感じられます。そ
のため、少ない調味料でも美味しく味わうことができ、塩分や糖分な
どのとりすぎを抑えるために役立ちます。

新鮮で味が濃くて
おいしい

　【メリット②】 多くの食材で、旬の時期はそうではない時期に比べ、栄養価が高くなっ
ています。レシピで使用しているキャベツの「βカロテン」や「ビタ
ミンＣ」は旬の時期の方が多く含まれています。

旬ではない時期より
栄養価が高い

　【メリット③】 収穫量が多くなると安定して市場に出回るようになるので、値段も同
じように安定して安価になりやすいです。値段が安くなる

 

【作り方】
①キャベツは長さ４cm のせん切りにする。
　ハムは幅３mm の細切りにする。ボールに
　卵を溶きほぐし、チーズ、塩、こしょうを
　加えて混ぜる。キャベツとハムを入れ、よ
　く混ぜ合わせる。
②フライパンにオリーブ油を中火で熱し、①
　の卵液を流し入れる。とろりとしてきたら
　ふたをして弱火にし、６分ほど焼く。
③ふたを押さえてフライパンを逆さにし、卵
　焼きをふたにとってから、すべらせるよう
　にフライパンに戻し入れる。さらに弱火で
　８分ほど焼き、食べやすく切る。
※フライパンの直径が狭いほど、卵焼きに厚
　みが増します。今回は直径２０cm のフラ
　イパンを使用しています。

《 春キャベツのふわふわ卵焼 》

【材料】（２人分）
春キャベツ
卵
ロースハム
粉チーズ（パルメザン）
オリーブ油
塩
こしょう

3 枚（約 200g）
4 個
4 枚（約 40g）
大さじ 3
大さじ 1 と 1/2
小さじ 1/4
少々

（１人分）
＊エネルギー　　354.5kcal
＊たんぱく質　　21.4g　
＊脂質　　　　　26.4g
＊炭水化物　　　 6.3g
＊食塩相当量　   2.0g
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。
　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口
　にお申し出ください。

（１月受付分　敬称略）
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　ＪＲ古座駅は、串本町と西日本旅客鉄道株式
会社との契約により乗車券類の販売を行ってま
いりましたが、ダイヤ改正による新車両の導入
に伴い、４月１日から無人駅となります。
　ご利用の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　なお、定期券をお買い求めの際に近くの有人
駅まで普通列車をご利用の場合は、改札口で
きっぷを渡す前に係員にお申し出ください。こ
の場合に限り、きっぷ分を払い戻しさせていた
だきます。

　 令和３年４月１日より
 　ＪＲ古座駅は無人駅に移行します

　道の駅「くしもと橋杭岩」の駐車場横に、第
２駐車場ができました。駐車台数は２８台（う
ち軽自動車専用２台）で、３月１日から無料
でご利用いただけます。

道の駅「くしもと橋杭岩」に
第２駐車場ができました

「２０２０トルコ西部地震災害義援金」のお礼
　令和２年１０月３０日にトルコ西部で発生した地震による被災者を支援するため、令和２年１１
月５日から令和３年１月３１日まで和歌山県内市町村と和歌山県が一体となって募集しておりま
した「２０２０トルコ西部地震災害義援金」につきましては、県内外の多くの皆さまより総件数

２５３件、総額７，９４１，５５５円のご支援を
いただきました。
　いただいた義援金は、呼びかけ人である田嶋
町長と仁坂吉伸和歌山県知事がハサン・ムラッ
ト・メルジャン駐日トルコ共和国特命全権大使
に贈呈いたしました。
　皆さまの温かいご支援に、心より感謝申し上
げます。

和歌山県庁での義援金贈呈の様子
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串本町の人口と世帯

火災件数（1月からの累計）

建物
林野
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合計

０件
０件
０件
０件

交通
急病
その他
合計

２件
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２４件
７９件

※令和３年１月末現在
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あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

救急件数（1月からの累計）

・

お
知
ら
せ

令和３年１月末現在（前月比）

人口
男性 
女性 
世帯

１５，４７１人（　３）
７，３０５人（　３）
８，１６６人（　０）

８，４５１世帯（　７）

※令和３年１月末現在

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

ECCジュニア＆BS教室
古座教室（北本） 串本教室（名田）
℡ ７２ｰ３１２９ ℡ ６２ｰ５５８３
コ
ー
ス

◆英語・英会話
◆幼児デジタル
◆かんじ・漢検 

◆中学英語強化
◆英検対策
◆ＢＳ(高校生～)

J-SHINE「小学校英語指導者資格」認定講師
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
０
０
６

皆
さ
ま
の
暮
ら
し
が

ま

す
ま

す
便

利

に

　
令
和
３
年
３
月
13
日
よ
り
、
き
の
く
に

線
紀
伊
田
辺
駅
か
ら
新
宮
駅
ま
で
の
全
駅

で
「
Ｉイ

コ

カ

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
」
は
、
パ
ス
ケ
ー
ス
に
入

れ
た
ま
ま
自
動
改
札
機
に
タ
ッ
チ
す
る
だ

け
で
簡
単
便
利
に
鉄
道
を
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
等
で
お
買

い
物
に
も
使
え
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

林
業
無
料
職
業
紹
介

事
業
を
し
て
い
ま
す

　
和
歌
山
県
で
は
、
林
業
へ
の
就
業
を
希

望
さ
れ
る
方
と
担
い
手
を
求
め
る
林
業
事

業
体
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
効
率
的
に
進
め
る

た
め
、
わ
か
や
ま
林
業
労
働
力
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
無
料
職
業
紹
介
事

業
と
「
わ
か
や
ま
森
の
職
業
紹
介
ナ
ビ
」

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
）
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

○
林
業
無
料
職
業
紹
介
事
業
と
は
、
林
業

　
に
特
化
し
た
職
業
紹
介
・
あ
っ
せ
ん
業

　
務
を
、
わ
か
や
ま
林
業
労
働
力
確
保
支

　
援
セ
ン
タ
ー
が
厚
生
労
働
省
の
許
可
を

　
得
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

○
こ
れ
に
併
せ
、
「
わ
か
や
ま
森
の
職
業

　
紹
介
ナ
ビ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
し
て
、
県
内
の
林
業
事
業
体
の
仕
事
の

　
内
容
や
求
人
票
を
閲
覧
で
き
、
求
職
申

　
込
み
が
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
可
能

　
と
な
り
ま
し
た
。

○
わ
か
や
ま
の
素
敵
な
森
の
就
業
マ
ッ
チ

　
ン
グ
を
、
林
業
事
業
体
を
熟
知
し
た
窓

　
口
担
当
者
が
実
現
い
た
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
わ
か
や
ま
林
業
労
働
力
確
保

　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
７
３
９
‐
８
３
‐
２
０
２
２

「
わ
か
や
ま
森
の
職
業
紹
介
ナ
ビ
」

（https://w
a-rc.jp/

）

林

業

退

職

金

共

済

制

度

に

つ

い

て

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
は

昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
方

の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
従
事

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従

事
者
が
林
業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば

林
業
界
全
体
の
退
職
金
制
度
で
す
。

○
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
法
人
で
は

　
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な

　
り
ま
す
。

○
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

○
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

　
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職
金
共
済

　
機
構
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

建
設
業
に
係
る
各
種

講

習

会

に

つ

い

て

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
和
歌
山
県

支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
く
講
習
等
を
実
施
し
ま
す
。

▼
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
作
業

　
特
別
教
育
（
６
時
間
）

・
日
時
　
４
月
13
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
10
分

・
受
講
料
等
　
８
６
７
０
円

・
受
付
開
始
　
３
月
15
日
（
月
）
～

▼
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
能
力
向
上
教
育

・
日
時
　
４
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
10
分

・
受
講
料
等
　
７
５
７
０
円

・
受
付
開
始
　
３
月
22
日
（
月
）
～

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 ご自宅、病院、施設様等へ 

いたします 

 

 
出張理美容  

 

NPO法人 

0735-67-7017 
日本理美容福祉協会  
和歌山南紀センター 

理美容室に行くのが困難な方、ご連絡ください
福祉理美容士がお伺いします

（

▼
職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
教
育

（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
含
む
）

・
日
時
　
５
月
18
日
（
火
）
・
19
日
（
水

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
10
分

・
受
講
料
　
　
１
３
１
０
０
円

・
受
付
開
始
　
４
月
19
日
（
月
）
～

▼
場
所
（
共
通
）

　
和
歌
山
県
建
設
会
館
　
３
階
　
会
議
室

　
　
和
歌
山
市
湊
通
丁
北
一
丁
目
１
‐
８

※
受
講
料
は
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
現
金

　
書
留
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
講
料
等
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代
が
含
ま

　
れ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
代
が
改
定
さ

　
れ
た
場
合
は
、
受
講
料
を
改
定
す
る
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
講
の
申
込
み
は
、
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
少
数
の
場
合
、
講
習
会
を
中

　
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

　
　
和
歌
山
県
支
部

℡
０
７
３
‐
４
３
６
‐
１
３
２
７

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
（
建
退
共
）

は
、
事
業
主
の
方
々
が
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退

共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ

ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主

　
建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者

　
建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

▼
掛
金
　
日
額
３
１
０
円

▼
制
度
の
特
徴

・
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
込

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と

　
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

　
法
人
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と

　
し
て
扱
わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と

　
な
り
ま
す
。

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は
企

　
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
　
勤
労
者
退
職
金
共
済

　
機
構
　
建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
事
業
推
進
課

　
℡
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
６
７

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管

制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

　
高
齢
化
の
進
展
等
の
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
か
ん
が
み
、
相
続
を
め
ぐ
る
紛
争

を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
法
務
局

に
お
い
て
自
筆
証
書
遺
言
に
係
る
遺
言
書

を
保
管
す
る
制
度
が
昨
年
よ
り
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
制
度
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
に
係
る

遺
言
書
を
法
務
局
で
お
預
か
り
す
る
こ
と

で
、
紛
失
等
の
遺
言
書
作
成
後
の
ト
ラ
ブ

ル
が
解
消
さ
れ
る
上
、
家
庭
裁
判
所
の
検

認
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

「
終
活
」
等
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ご
自
身
の
財
産
を
ご
家

族
等
へ
確
実
に
託
す
方
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
自
筆
証
書
遺
言
を
検
討
さ
れ
る
に
当

た
っ
て
は
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
和
歌
山
地
方
法
務
局
　
供
託
課

　
℡
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

・
和
歌
山
地
方
法
務
局
　
新
宮
支
局

　
℡
０
７
３
５
‐
２
２
‐
２
７
５
７

法

定

相

続

情

報

証

明

制

度

に

つ

い

て

　
相
続
手
続
き
の
簡
素
化
を
目
的
と
し
た

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
は
、
戸
籍

等
の
書
類
を
添
付
し
た
申
し
出
に
対
し
て
、

法
務
局
の
登
記
官
が
法
定
相
続
人
が
誰
で

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

各種許認可申請・書類作成　承ります！各種許認可申請・書類作成　承ります！
取扱い業務
・農地転用・建設業・旅館業など許認可・届出、提出書類の作成
　（補助金申請や衛生管理計画の作成などもご相談ください）　
・車庫証明・ナンバーの出張封印
・遺言／海事事務所提出書類の作成

（初回相談料無料）電話 080-2662-9548
HP ： http：//www.zd.ztv.ne.jp/nikata-jimusyo/

行政書士・海事代理士  二河田 浩之  登録番号 第12290260号
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▼
事
前
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
令
和
３
年
３
月
３
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

※
東
牟
婁
振
興
局
　
総
務
県
民
課
へ

　
　
　
　
　
電
話
予
約
（
先
着
９
名
）

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

▼
人
権
行
政
相
談

　
令
和
３
年
３
月
４
日
（
木
）

　
　
会
場
　
串
本
町
役
場
　
古
座
分
庁
舎

　
令
和
３
年
３
月
18
日
（
木
）

　
　
会
場
　
潮
岬
公
民
館

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

　
よ
り
、
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
納
期
限
　
令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

・
町
県
民
税
（
随
２
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
随
１
期
）

・
介
護
保
険
料
（
13
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
９
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

今
月
の
納
税

相
談

令和３年３月１日（月）
　　　～３月７日（日）

その火事を  防ぐあなたに  金メダル

あ
る
か
を
確
認
し
、
証
明
書
を
無
料
で
交

付
す
る
も
の
で
す
。

　
相
続
登
記
の
ほ
か
、
金
融
機
関
の
預
貯

金
の
払
い
戻
し
等
、
相
続
手
続
き
全
般
で

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
相
続
手
続
き
が
い
く
つ
も
あ
る
場
合
に

　
お
す
す
め
で
す
。
手
続
き
が
同
時
に
進

　
め
ら
れ
、
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※
相
続
手
続
き
で
の
必
要
書
類
は
提
出
先

　
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
提
出
先

　
の
各
機
関
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
　
登
記
部
門

　
℡
０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

移

動

県

民

相

談

の

開

催

に

つ

い

て

▼
日
時

　
令
和
３
年
３
月
17
日
（
水
）

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

▼
場
所

　
東
牟
婁
振
興
局

　
　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

　
離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の

　
法
律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）

　
お
よ
び
行
政
相
談

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

▼
納
税
相
談
夜
間
窓
口

　
令
和
３
年
３
月
25
日
（
木
）

　
午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時

【
対
応
業
務
】

　
各
種
税
・
料
金
収
納
、
納
税
相
談
、

　
各
種
税
証
明
発
行

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
本
庁
舎
　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 

町民の皆さまへ

　東日本大震災から１０年の月日が流れました。今なお当時の
テレビに映し出された被災地の映像が目に焼き付いています。
　串本町は以前より岩手県宮古市と災害協定を結んでいた関係

東日本大震災から１０年

から、発災６日後に宮古市長へ支援を申し出ると「白米が不足しています」との連絡が
入りました。その日の午後に町民の皆さんへご協力を求めたところ、なんと２０．３ト
ンもの白米が１日で串本町文化センターに集まり、翌日に１０トントラック２台で輸送
いたしました。また、義援金も１か月足らずで１，７６７万円が集まり、町民の皆さん
の被災地に対する思いを強く感じたところでした。
　
　去る２月８日の日本経済新聞に、南海トラフ地震の津波で大きな被害が予想される全
国１４都府県１３９自治体のうち、４割近い５５自治体の庁舎が浸水地域に立地してい
ることが調査で分かったとの記事が掲載されていました。
　このうち、今後高台移転を計画、または検討しているのはわずか１１自治体にとどま
り、その最大の理由は、住民の利便性の問題や用地確保の難しさにあると言われていま
す。東北３県の９自治体の庁舎が東日本大震災で津波被害を受け、復興に遅れが生じた
ケースがあるにも関わらずです。
　たしかに庁舎移転は住民にとって大きな問題であり、被災した宮古市役所でさえ再建
にあたっては場所や時期的な問題で７年の歳月を費やしました。
　東北大学の増田教授は「庁舎の移転にはコストがかかるが、備えが不十分なまま大災
害に襲われれば損害の方が増大する。国の財政支援を利用して高台移転を進めるべきだ」
と強調されています。
　串本町の新庁舎も８年余りの議論を経て、最終的には町民の皆さんのご理解のもと、
今年の７月に高台に開庁できる運びとなりました。数年後に完成する串本インターチェ
ンジと直結する防災対策拠点となる庁舎の完成は誠に心強く、必ずや発災時には多くの
人命を助ける司令塔になると確信しています。

（左）発災１か月後、津波で甚大な被害を受けた宮古市田老地区を視察
（右）町民の皆さんのご協力により１日で集まった２０．３トンの白米

串本町長　田嶋 勝正
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㈱エスクリーンサービス

　２月４日、紀の国ふるさとづくり協議会の「キノピー教室」
が和深保育所と潮岬こども園でありました。和歌山県と県内各
市町村で構成される同協議会は、森林の恵みと山村に対する理
解を深めてもらうため、毎年未就学児を対象にこの教室を各地
で開催しています。
　マスコットキャラクター「キノピー」が登場すると子どもた
ちは大喜び。紙芝居で森林の役割や大切さを学び、キノピーと
記念撮影や握手をして楽しんでいました。

こども園・保育所にキノピー登場！

　町では、コミュニティバスの車体にロケットの絵を描いた新
たなバスを「佐部・上田原線」に導入する予定です。１月２５日、
田辺市龍神村在住の絵本作家・やのともこさんが描いたロケッ
トのデザイン画に、田原小学校の児童１４名が色を塗りました。
　この日はやのさんが見守る中、児童がソフトパステルや色鉛
筆で色付け。やのさんが後日、児童が塗った絵を部分的に組み
合わせて完成させました。
　このコミュニティバスは、今年４月に運行予定です。

コミュニティバスのデザイン画に色付け

写真だより


